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重要施策等の積極的広報を
自由民主党 岸　 啓 祐
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問令和４年策定の広報戦略に基づき、５年度の広報紙編
集では、県広聴広報事務運営要綱を参考に、重要施策等
の掲載時に部長等が調整する仕組みを導入してはどうか。
答栗原副市長　市の重要施策や主要事業については、ど
のタイミングでどのように掲載するか、広く市民に確実
に伝わるよう、全庁的な視点で検討する必要があるもの
と考えている。
　広報紙における市の重要施策等の掲載について、年間
計画である広報掲載計画策定時に、部長級などによる市
全体のビジョンを踏まえた調整を検討していきたいと考
えている。
質問市広報紙編集

市文化財の火災と整備
無所属 小 林　 薫
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問連雀町にある市の文化財が全焼した。所有者の維持管
理が不可能であるなら、市が購入して修繕をし周辺のに
ぎわいの創出や回遊性の向上を図るべきではないか。
答教育総務部長　市として、建物の現状で得られる情報
を可能な限り収集するため現地調査を進めており、併せ
て文化財担当課のネットワークを活用し、他市の参考事
例の聞き取り調査なども進めたい。一方で、当該文化財
建造物は個人所有の建物なので、調査の成果を所有者へ
提供し、所有者の意向を聞きながら、今後の取り扱いに
ついて協議を進める予定である。

質問連雀町市文化財火災　　質問市長の国家賠償請求

健康寿命の延伸について
政晴会 倉 嶋 真 史
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問コロナ禍で健康に対する意識に変化があったと考えら
れる今、健康教室に若い世代の参加を促すことが大切だ
と思うが、今後どのような取り組みをしていくのか。
答保健医療部長　アンケートでは若い世代は健康への関
心が低い傾向にあるが、この世代から健康づくりに取り
組むことは、健康寿命の延伸に大変重要である。健康情
報の周知には、ＳＮＳの活用や小・中学校等を通じ保護
者へチラシを配布するなど効果的な周知に努める。
　また、オンラインで参加できる教室、夜間や休日の事
業を始めたところであるが、引き続き、誰もが気軽に参
加しやすい環境づくりに努める。
質問健康寿命の延伸

終活事業の取り組み
公明党 嶋 田 弘 二
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問暮らしやすいまち川越をうたっていることから、公営
の葬儀場や火葬場、納骨堂の３つの施設をそろえ、高齢
者に対する配慮が必要と考えるが、市の見解を伺う。
答総合政策部長　市では既に斎場や市民聖苑があるため、
新たに公営の納骨堂を設けることは、高齢者にとって、
自身が亡き後の不安を緩和し、より安心感を抱いてもら
うことにつながる。一方で、墓地や納骨堂は広く宗教法
人や公益法人等も提供しているため、他に行政が担わな
ければならない各種サービスとの優先度合いも検討する
必要がある。市民ニーズや他市の状況も踏まえつつ、市
で設置する必要性も含めて、調査・研究していきたい。
質問終活事業の取組み

注意看板等を積極的に設置
公明党 中 村 文 明
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問子育て世代から、通学路への注意喚起の看板や道路表
示等の設置に関する意見や要望があるとのことだが、積
極的に設置していく考えは。
答市民部長　市としても、交通安全対策として注意喚起
の立て看板や道路表示の設置は、効果的な対策の一つで
あると認識している。悲惨な交通事故を１件でも減らす
ため、学校や自治会等から危険箇所の情報把握に努め、
より安全な交通環境を実現するべく、関係機関と連携し
て、必要な交通安全対策に取り組んでいく。

質問子どもを守る安全と防犯　質問発達性読み書き障がい

市民の健康を守るために
公明党 桐 野　 忠
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問緑内症健診・帯状疱疹ワクチン・脳ドックを含め、病
気の早期発見・早期治療に関する施策は大事だが、今後
の取り組みについての市の考えを伺いたい。
答保健医療部長　今後の取り組みとしては、健康づくり、
疾病予防に関する部署が連携し、健（検）診などの現行
施策については、事業の概要と併せてその効果を周知し
たり、助成制度の有無にかかわらず、社会的な関心が高
まっている疾患等について、正しい情報を提供すること
により、市民が自身や家族の健康について意識すること
ができるよう、健康づくりの施策の充実に努める。

質問市民の健康を守る施策


